
〇平成31年3月26日
奄美駐屯地／
瀬戸内分屯地開設
・警備部隊、地対艦誘
導弾部隊等（約５５０
名）を配備

〇平成28年3月28日
与那国駐屯地開設
・沿岸監視隊等
（約１５０名）を配備
※部隊配備にかかる施設整備完了

〇与那国駐屯地
施設整備：庁舎、隊舎、グ
ラウンド等

〇奄美駐屯地／
瀬戸内分屯地
火薬庫などの残る施設につ
いて引き続き整備を実施中

【南西地域への陸自警備部隊等の配置に伴う施設整備】

インプット（資源） アクティビティ（活動） アウトプット（活動目標） アウトカム（成果目標） インパクト（社会への影響）

【政策目標】
〇わが国自身の防衛体制の強化
♦防衛力が果たすべき役割
・島嶼部に対する攻撃への対応
○領域横断作戦に必要な能力の
強化における優先事項
♦従来の領域における能力の強
化・機動・展開能力

【施策目標】
初動を担任する警備部隊、地対
空誘導弾部隊及び地対艦誘導
弾部隊が活動できる基盤となる施
設整備を行い、南西地域の島嶼
部の部隊の態勢を強化することで、
わが国自身の防衛体制の強化を
図り、国民の安全及び安心を確
保する。

現
状
・
課
題

「南西地域への陸自警備部隊等の配置に伴う施設整備」は決められた部隊配備時期が設けられた遅延の許されない事業であることから、離島特有の厳しい条
件下でも適正かつ円滑な事業推進を実現する必要がある。
その目的を実現するため、施設整備に関する様々な取組（建設現場における取組・適切な離島等の建設工事における遠隔地からの労働者確保に要する費

用の積算・情報共有システムの活用・建設現場における遠隔臨場の試行・局監督官用タブレットの活用）を行うとともに、本事業における入札の競争性を確保す
る取組については、工事の大型化や分離など発注ロットの検討、また、参入業者ランクの拡大等や競争参加資格の緩和を図ることで、より多数の応募者を期待で
きるようにするなど、競争性拡大の取組に向けた対応を行っている。

〇 自衛隊配置の空白地域となっている島嶼部への平素からの部隊配備は極めて重要との考えの下、南西地域の防衛体制の強化のため、陸

自警備部隊等の配備を目的とした施設の整備。

〇 南西地域への陸自部隊配備は、与那国島への沿岸監視部隊等、奄美大島、宮古島及び石垣島への警備部隊等の配備を行うものであり、

駐屯地等の新設を行っているところ。

〇宮古島駐屯地
倉庫などの残る施設につい
て引き続き整備を実施中

〇石垣駐屯地（仮称）
駐屯地の開設後、車両整
備場などの残る施設につい
て引き続き整備を実施

予算額
平成２４年度～令和４年度

与那国駐屯地
約２３０億円

奄美駐屯地／
瀬戸内分屯地
約７３９億円

宮古島駐屯地
約６３６億円

石垣駐屯地（仮称）
約６６７億円

〇奄美駐屯地／瀬戸内分
屯地
施設整備：隊庁舎、火薬庫、
覆道射場等

〇宮古島駐屯地
施設整備：隊庁舎、覆道射
場、火薬庫等

〇石垣駐屯地（仮称）
施設整備：隊庁舎、
火薬庫、食厨・浴場・体育館・
厚生施設等

〇自衛隊配置の
空白地域となって
いる島嶼部への
部隊配備により、
南西地域の防衛
体制の強化。

〇新編する部隊に必要な
人員
〇装備品
中距離地対艦誘導弾等

（初期） （中長期）

〇令和4年度中
石垣駐屯地（仮称）
開設予定

〇平成31年3月26日
宮古島駐屯地開設
・警備部隊、地対艦誘導
弾部隊、地対空誘導弾部
隊等（約７００名）を
配備

〇警備隊、地対艦誘導弾
部隊及び地対空誘導弾部
隊の新編

〇装備品の配備


